
 

テニスのうんちく     ラケットの歴史                       その⑤ 

英語の「ラケット racket」の語源は、アラビア語の「手のひら」を意味する rahah

（ラハ)とされています。現在では、ボールやものを打つものを「ラケット」と呼んでいま

すが、フランスの「ジュ・ドゥ・ポーム」も最初は、手で打ち合っていたことから、現在使

っている「ラケット」は、手の分身だと考えることができます。 

「ジュ・ドゥ・ポーム」に似たボールゲームに、フランスでは「バロン」という遊びがあ

りました。この絵では右腕につつのようなものをまきつけて、ボールを打っています。ボ

ールと言っても、当時は、ゴム製品ではなく、多くは、中につめものをしたかわぶくろで

できていました。それで打つと痛く、長い時

間打ったり、強く打つのがとても困難でし

た。そのために、腕を保護するための防具と

して、つつの形のようなものや、かわひもを

まきつめたものが考え出されました。これ

が、ラケットの始まりとなります。この発明に

よって痛さからのがれられ、長い間ゲームを

楽しめるようになりました。ー① 

                            

次に考え出されたのが、取り外し

がかんたんにできるように、グローブ

型のものが考え出されます。グローブ

型になることにより、打つだけでなく、

受け取ることもできるようになったの

でした。 ー② 

さらに、ボールを遠くにとばせるよう

に、木の棒③ （これは、ゴルフやクリ

ケットにつながります。）、板④などが

発明されます。バトワール④は、せん

たく物をたたく木のへらで、一枚板を

けずって作られた物でした。 

 

①            革
かわ
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を巻きつけたもの 

 

②            グローブ形式のもの 

 

 

 

③            木の棒 

 

 

④            バトワール 

 

バトワールの改良型 

 

フランスで行われていたバロン 



 

１５５５年、ガット（羊の腸）が張ら

れることにより、今のラケットに近い物

になってきます。これは、画期的な発

明でした。まず、ボールがよくはねる、

ふっても空気の抵抗が少ない、打った

時のしょうげきが少ない、そして、何よ

りも軽い。このような利点があったの

でした。ガットを使うラケットは爆発的

な人気を呼び、「ポーム」は、「手のひ

らで行うゲーム」から「ラケットで行う

ゲーム」へと変わったのでした。 

 

素材でいえば、現在テニスラケット

に使用されているのはカーボンが主

流ですが、元々はスチールやアルミ製

でした。 

1967年にスチール製、1968年

にアルミ製、1974年になってようや

く複合素材のラケットが登場します。  

変則的なラケットの登場を防ぐため

に、今では、ラケットの全長、幅などの

上限が決められています。 

 

 

 

 

 

 

 

現在の一般的なラケット 

 

 

⑤            1555年ガットを張ったラケット 

 

 

シャルル９世が用いたとされるラケット 

 

              15８３年の小型ラケット 

 

                    1６７５年イタリアボローニャでつく

ら                  

れたラケット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                1753年バルセロンの設計          

によるラケット 
  
 
                  １７６７年打球面がかたむい      

たラケット  
 
 
 
 
 
 
 
 
                  １８７４年 ウィングフィールド  

の考案したラケット 
 


